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	第１　当事者の求める裁定
	１　申請人
	２　被申請人
	(1)　本案前の答弁
	(2)　本案に対する答弁


	第２　事案の概要
	１　前提事実（当事者間に争いがない事実，文中掲記の証拠及び審問の全趣旨により容易に認められる事実）
	(1)　申請人等
	(2)　被申請人
	(3)　ａと本件愛知工場との位置関係
	(4)　平成２７年５月２１日に，本件駐車場に駐車していた本件車両に白色の細かい塗料様のものが多数付着した（以下「本件被害」という。甲４，甲１５，審問の全趣旨）。
	(5)　申請人は本件車両の損害の帰属主体である（争いのない事実）。
	(6)　申請人は，平成２７年１２月２５日，公害等調整委員会に対し，本件裁定申請をした（当裁定委員会に顕著な事実）。

	２　争点及びこれに関する当事者の主張
	(1)　申請人が主張する被害は公害紛争処理法４２条の１２第１項にいう「公害に係る被害」に該当するか（本案前の争点）
	【被申請人の主張】
	【申請人の主張】
	ア　塗装作業における塗料が粉じんとなって飛散し，大気汚染をもたらした結果，本件車両に財産被害が生じたものであり，環境基本法２条３項における「大気の汚染」に該当することは明らかである。
	イ　塗料には悪臭を伴うものがあるから，少なくとも「悪臭」に該当し，申請人の勤務先の同僚である申請外ｃ（以下「ｃ」という。）は，平成２７年５月２１日にペンキのような臭いを強く感じている。

	(2)　平成２７年５月２１日に，本件愛知工場から塗料が粉じんとなって飛散し，本件駐車場に駐車していた本件車両に付着したか
	【申請人の主張】
	ア　申請人は，平成２７年５月２１日に本件車両を本件駐車場に駐車し，同日を境に，本件車両に白色の細かい塗料のようなものが多数付着していたし，本件駐車場に駐車していた他の従業員の車両についても同様だった。
	イ　平成２６年５月にも，平成２７年５月２１日と同様に，本件愛知工場の操業により，本件駐車場に駐車していた本件車両を含む車両に白色の塗料のようなものが多数付着するという被害が発生している。そのときは，被申請人は，本件愛知工場の操業により被害が発生したことを認め，本件駐車場に駐車して被害を受けた全車両について補修費用を支払った。
	ウ　本件愛知工場とａとは隣接しており，本件愛知工場は本件駐車場の北に位置している。平成２７年５月２１日当日の本件愛知工場近辺の気象庁の観測点の風向は北であるから，当日，本件愛知工場においても北から風が吹いていたと考えられる。
	エ　平成２７年５月２１日当日，本件愛知工場において塗装作業が行われており，本件愛知工場の規模や船舶の塗装という作業内容の規模からして，塗装作業による塗料の飛散等の可能性があった。
	オ　本件駐車場に近接する本件愛知工場以外の事業所はｄ，ｅ及びｆであると考えられるが，いずれの事業所も通常業務において塗料等を飛散させる可能性はなく，平成２７年５月２１日頃に塗料等を飛散させる可能性のある業務を行っていなかった。
	カ　被申請人は，本件裁定申請前の申請人との交渉において，平成２７年５月２１日頃は本件愛知工場のドック内の底で塗装作業を実施していただけであり，風向も南風であり，ドック底からミストが上昇し，飛散することは考えられない等主張し（甲９），本件裁定申請手続においても，当初，平成２７年５月２１日にドック内で行われたブロックの内部を刷毛・ローラーで補修塗装したのみであったと主張し（被申請人の準備書面(2)６頁），これに沿う証拠（乙３，乙４）を提出していた。しかし，文書提出命令や参考人尋問を経て本件愛知工場の塗...
	【被申請人の認否及び主張】
	ア　【申請人の主張】に対する認否
	(ｱ)　同アについて，不知又は否認する。
	(ｲ)　同イについて，本件愛知工場において，平成２６年５月２５日から同月３０日までの間，タンカー船首部分ブロックの継ぎ手の吹付塗装をドック東の渠頭で行ったところ，塗料が飛散し，ａ等の駐車場に駐車していた車両に付着したため，被申請人が申請人に対する補修費用５０万円を含め修理対象車両４３台に対する補修費用を支払ったことは認める。
	(ｳ)　同ウの１文について，本件愛知工場とａとが道路を隔てた位置にあること及びａ内に駐車場があることは認める。
	(ｴ)　同エについて，平成２７年５月２１日当日，本件愛知工場において塗装作業が行われていたことは認め，その余は否認する。
	(ｵ)　同オについて，本件駐車場に近接する本件愛知工場以外の事業所が申請人が主張する３事業所であることは争う。また，３事業所の回答内容は事業所としての自己防衛から塗料等の飛散を否定するのは当然であり，そのまま是認できるものではない。
	(ｶ)　同カについて，争う。

	イ　被申請人の主張
	(ｱ)　平成２７年５月２１日当時の本件愛知工場における海洋構造物等の塗装場所は，塗装工場，同工場中央南側テント，同工場東側テント，ドック付近で組立中の居住区ブロック内及び船内である。また，塗装方法は，スプレー塗装（噴霧塗装。スプレーガンを使用する。大量の塗料を使用するスプレー塗装を屋外で行う場合，飛散防止ネットを張ったりする。），刷毛塗り（刷毛に塗料を付けて塗装する。），ローラー塗り（ローラーに塗料を付けて塗装する。）がある。刷毛やローラーによる塗装により塗料が大気中に飛散することはあり得ない。
	(ｲ)　本件被害があったとされる平成２７年５月２１日の後，ａや近隣事業所等の関係者から，被申請人に対し，申請人及びｃを除いて，駐車中の車両に塗料様のものが付着した旨の申立てや抗議がなく，本件被害の主張は疑問である。
	(ｳ)　申請人は本件車両に付着したと主張する塗料様のものを特定しておらず，平成２７年５月２１日に本件愛知工場で塗装のために使用された塗料と本件車両に付着したとされる物質が同じものであることの立証がされていない。
	(ｴ)　本件駐車場の近隣には，申請人が主張する３事業所以外にも事業所が多数存在しており，これらの事業所からの回答を得ていない以上，本件愛知工場における塗装作業以外に本件被害の原因が存在しないことの立証としては不十分である。


	(3)　申請人の損害額
	【申請人の主張】
	ア　本件車両修理費用５７万９１０３円
	イ　弁護士費用５万７９１０円（上記本件車両修理費用の１割）
	ウ　遅延損害金
	【被申請人の認否】



	第３　当裁定委員会の判断
	１　認定事実
	(1)　本件愛知工場における塗装場所及び塗装方法
	(2)　被申請人は，平成２６年５月２５日から同月３０日までの間，本件愛知工場において，タンカーの船首部分ブロックの継ぎ手の吹付塗装を屋外であるドック東の渠頭で行ったところ，塗料が粉じんとなって飛散し，ａ等の駐車場に駐車していた車両に付着する事故が発生した（以下「前年塗料飛散事故」という。審問の全趣旨）。
	(3)　申請人は，ａに勤務する際，本件車両を運転して通勤し，勤務時間中，ａ 内の本件駐車場に駐車しており，平成２７年５月２１日も午前中に本件車両を本件駐車場に駐車した。
	(4)　平成２７年５月２１日の本件愛知工場における塗装作業の内容
	(5)　塗装工場並びに同工場中央南側のテント及び同工場東側のテントの構造等
	ア　本件愛知工場内の塗装工場（以下「本件塗装工場」という。）には集じん機があり，ダクトを通って外部に集じんが排出されるが，スプレーによる塗装作業により噴霧された塗料はダクト内にフィルターがあるため外部に排出されない構造になっている（乙１８，参考人ｇ）。
	イ　本件塗装工場中央南側のテント（以下「本件中央南側テント」という。）及び同工場東側のテントはいずれも屋根及び３方面は壁に相当する部分があり，もう１方面には出入口部分がある。本件中央南側テントの出入口は西側にあって，カーテンで閉じることができ，出入口以外はおおむね覆われた構造になっており，本件塗装工場東側のテントの出入口は飛散防止用のメッシュ状のネットで覆われている。（乙１６，参考人ｇ）

	(6)　平成２７年５月２１日当日の本件愛知工場の近辺にある気象庁の気象観測点（大府，セントレア，南知多）における日中（９時から１７時まで）の風速及び風向は，次のとおりである（甲１８から甲２２まで）。
	(7)　平成２７年５月２１日以降本件裁定申請までの申請人と被申請人との交渉経緯等
	ア　申請人代理人は，申請人の委任を受け，被申請人に対し，平成２７年６月２６日頃，「調査のご依頼」と題する文書を送付し，同年５月２１日頃からの被申請人の作業状況，それによる白色塗料の飛散の有無及び程度，本件車両への付着の可能性等について調査とその回答を依頼した（甲８）。
	イ　上記依頼に対して，被申請人は，被申請人代理人を通じ，平成２７年７月９日頃，要旨，同年５月２１日頃の被申請人の塗装作業状況について，屋外の塗装作業においてドック内の底（海水を入れていない状況）で塗装作業を実施していた，また，塗装作業を実施する日は，被申請人において，風向，風速データを必ず把握しているが，ほぼ連日南風又は無風状態だった，したがって，ドック底からミストが上昇することは考えにくく，また当時の風向・風速からしても，申請人代理人から送付された写真のようにミストが飛散することはないといえる旨...
	ウ　申請人代理人は，平成２７年７月３１日頃，被申請人に対し，「再度のご依頼」と題する文書を送付し，同年５月２１日頃当時の塗装作業をしていたドックの場所やその位置関係が分かる資料（地図，図面等），被申請人が把握していた風向，風速データが分かる資料（記録，日報等），上記イのドック内にある製品の塗装が行われていたことが分かる資料（記録，日報等），塗料の種類，材質及び品番が分かる資料（記録，日報，納品書，パンフレット等）並びに塗料の色見本のようなものがあればその資料（パンフレット等）の開示や前年塗料飛散事...
	エ　上記求めに対して，被申請人代理人は，平成２７年８月１７日頃，申請人に対し，要旨，損害賠償請求については，請求者が加害者の故意・過失，因果関係を立証する必要があり，そのような観点からすれば，被申請人は同年６月２６日付け「調査のご依頼」と題する書面（甲８）に対して応じる必要はなかったが，被申請人に責任がないことを納得してもらうために回答したことを踏まえ，上記ウの調査依頼について回答する必要はない旨回答した（甲１１）。

	(8)　本件裁定申請後の経緯
	ア　被申請人は，答弁書において，責任裁定申請書中の被申請人が本件愛知工場において平成２７年５月２１日当日，屋外であるドック内の底で塗装作業を行っていたことを認めている旨の部分に対する認否において，工事名称ｑの船体の一部の製作を請け負い，本件愛知工場や他の工場で製作したブロックを本件愛知工場内で合体させ，同日，その内部を刷毛やローラーで補修塗装したことは認め，その余は否認ないし争う旨記載していたが，この記載を，被申請人準備書面(2)において，工事名称ｐ（同準備書面では「ｑ」と記載されているが，誤記で...
	イ　被申請人は，申請人が立証責任を負う部分についての立証が不十分であること（及び被申請人の主張立証のとおりであること）を理由に，平成２７年５月２１日頃の風向・風速に関する資料を有していたとしても提出する必要性がなく，提出する意思もない旨記載した準備書面を提出し，「平成２７年５月２１日の風向，風速データを必ず把握しておりますが，ほぼ連日南風若しくは無風状態でした。」と回答した根拠・理由等について，何らの主張立証もしなかった（審問の全趣旨）。

	(9)　申請人代理人は，平成２９年１１月２１日付け書面をもって，本件駐車場の南側に位置するｄ（別紙１中の「ｄ」）並びに本件駐車場の西北西に位置するｆ（別紙１中の「ｆ」）及びｅ（別紙１中の「ｅ」）の３事業所に対し，①通常業務において塗料等が周囲に飛散するような業務は含まれているか否か，また，②平成２７年５月２１日頃，塗料等が周囲に飛散するような業務や作業を行っていたこと（下請業者等に行わせていた場合を含む。）はあるか否かについて，回答するよう求めた。上記３事業所は，それぞれ平成２９年１１月２７日付け...
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